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確申期到来  

年またぎの入院費用の注意点 

 

 

 確定申告シーズンとなった中で、昨年にか

かった医療費のレシートをこれから整理しよう

という人もいると思われます。１年間の医療費

が 10 万円を超えた時には、超過分を所得か

ら差し引ける「医療費控除」の制度が使えるか

らです。確定申告という年に１回の税金の手

続きでは処理の方法をめぐって頭を悩ませる

人も多く、医療費控除でも毎年多くの疑問が

出ています。 

 

 例えば、昨年 12 月から今年１月にかけて 

入院をした時などの医療費は、昨年と今年の

どちらの医療費に含まれるのでしょうか。こうし

たケースでは、原則として「支払った日」が属

する年の医療費として扱うのが正しい処理と 

なります。昨年末から継続的に治療を受けて

いたとしても、その代金をまとめて支払ったの

が今年に入ってからであれば今年の医療費と

なるというわけです。 

 またクレジットカード払いならカードを切った

日が判定のタイミングとなり、たとえその後分

割払いを選んだとしても、医療費に関しては

最初の決済時が属する年で判断します。 

 

 特にややこしいのは、入院などをして健康 

保険組合や共済組合から一時金などを受け

取った時です。「医療費」を計算する際には 

これらの一時金を差し引かなければなりませ

ん。すなわち、控除対象となる医療費が一時

金の分だけ減額されることになります。さらに

入院が年をまたいでいるケースでは、それぞ

れの年にかかった医療費の割合に応じて  

各年の一時金の受取額を案分しなければならないの

で注意が必要です。 

 

 例えば一時金が 30 万円で、対象となる医療の費用

が昨年は医療費全体の４割、今年が６割だとするなら、

それぞれ昨年の医療費から 12 万円、今年の医療費

から 18 万円を差し引くのが正しい計算方法となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

船場経済倶楽部 
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 当団体は、異なる業種の経営者が相集い、力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 
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ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                

 


